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市政のあり方を問う！ 市政のあり方を問う！

日本共産党
津山市議団

中村聖二郎

※津山自分ごと化会議…市民が主体となり、津山市の直面する課題を「自分ごと」として捉え、市民本位の解決策を検討する
　会議
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答

答
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ハ
ウ
ス
の
今
後
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
、
い
つ
判
断
す

る
の
か
。

ハ
ウ
ス
を
継
続
す
る

場
合
、
大
規
模
改
修

費
は
ど
れ
く
ら
い
と

積
算
し
て
い
る
の

か
。
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

の
機
能
と
建
物
を
分

け
て
存
続
検
討
し
て

は
。

市
長
は
グ
ラ
ス

も
し
、
グ
ラ
ス

今
後
に
つ
い
て

今
後
、
現
状
の

文
化
財
保
存
活

提
案
の
美
作
大

は
、
津
山
自
分
ご
と

化
会
議（
※
）に
お
け

る
提
言
内
容
も
参
考

に
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
早
く
方
向
性

を
示
し
た
い
。

機
能
を
維
持
す
る
た

め
に
見
込
ま
れ
る
大

規
模
改
修
費
は
、
建

物
を
は
じ
め
、
給
排

水
設
備
や
ろ
過
設
備
、

空
調
設
備
な
ど
総
額

で
20
億
か
ら
30
億
円

が
必
要
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。
機
能
と

建
物
を
分
け
て
の
存

続
検
討
は
必
要
な
課

題
で
あ
る
。
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た

い
。

用
地
域
団
体
を
組
織

し
、
所
有
者
だ
け
で

は
維
持
管
理
が
困
難

な
文
化
財
の
保
存
活

用
の
促
進
に
住
民
の

力
が
活
か
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

学
の
公
立
化
は
、
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て

問問

災害時のボランティア対応は

答 雨
災
害
で
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
な
か
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し

た
の
か
。

平
成
30
年
の
豪

平
成
30
年
の
豪

雨
災
害
で
は
、
津
山

市
社
会
福
祉
協
議
会

や
つ
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と

連
携
し
て
、
市
内
で

住
宅
へ
の
浸
水
等
の

被
害
に
あ
っ
た
被
災

者
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
の
要
望
が
あ

る
か
ど
う
か
の
調
査

を
行
っ
た
。
調
査
の

結
果
、
近
隣
住
民
の

支
援
な
ど
で
対
応
さ

れ
て
い
た
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
り
、
実
際
に

問

森岡和雄

津本辰己

中島完一

公立大学設置

ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

問問 用
地
域
計
画
実
施
に

あ
た
り
、
住
民
に
何

を
期
待
す
る
の
か
。

の
検
討
に
あ
た
り
、

美
作
大
学
の
公
立
化

も
有
力
な
選
択
肢
と

思
う
が
考
え
は
。

文
化
財
保
存
活

公
立
大
学
設
置
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他
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質
問
項
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地
方
行
政
に
お
け

る
「
Ｂ
バ
イ
Ｃ
」

「
費
用
便
益
効
果
」

や「
費
用
対
効
果
」

つ
や
ま
和
牛
の
取

り
組
み
と
今
後
の

方
針

財
政
計
画

農
林
業
振
興

機
構
改
革

津山自由民主倶楽部

津山自由民主倶楽部

未来

●政治家は、病気見舞は禁止されています。

利
用
マ
ナ
ー
の
向
上
へ

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】
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機
構
改
革
全
般

機
構
改
革

安東伸昭
未来

地方分権改革「提案募集方式」への対応

答

答

ラ
ブ
に
係
る
「
従
う

べ
き
基
準
」
等
の
見

直
し
は
。

式
」
に
関
す
る
研
修

放
課
後
児
童
ク

「
提
案
募
集
方

令
和
２
年
４
月

地
域
の
課
題
や

１
日
に
施
行
さ
れ
る

児
童
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
２
名

以
上
の
支
援
員
の
配

置
基
準
が
１
名
以
上

の
配
置
で
も
運
営
が

可
能
と
な
っ
た
。
津

山
市
と
し
て
保
育
の

質
の
確
保
を
図
る
た

め
に
は
、
現
在
と
同

様
２
名
以
上
の
支
援

員
の
配
置
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
を
発
見
し
、

解
決
に
向
け
展
開
す

る
際
の
ヒ
ン
ト
に
つ

な
げ
て
い
く
な
ど
研

修
会
の
実
施
は
職
員

の
意
識
改
革
に
資
す

る
取
り
組
み
な
の
で
、

内
閣
府
と
開
催
に
向

け
鋭
意
調
整
し
て
い

く
。

問問

市道Ｂ８０号線に関して

答答

答

事
業
で
二
階
町
８
ー

１
の
土
地
を
買
収
す

る
に
あ
た
り
、
市
長

か
ら
都
市
建
設
部
へ

購
入
す
る
よ
う
に
指

示
し
た
の
か
。

か
る
安
田
橋
の
考
え

方
は
。

と
言
わ
れ
る
地
権
者

が
い
る
中
、
全
線
開

通
の
見
通
し
が
あ
る

の
か
。
８
ー
１
を
購

入
し
、
他
の
地
権
者

に
は
こ
の
１
年
間
ど

の
よ
う
な
協
力
依
頼

を
し
た
の
か
。
反
対

者
の
こ
と
も
含
め
て

答
弁
を
。

市
道
Ｂ
80
号
線

そ
の
市
道
に
か

絶
対
売
ら
な
い

指
示
は
し
て
い

早
期
完
成
に
向

現
在
の
安
田
橋

な
い
。

け
て
、
未
買
収
関
係

は
昭
和
60
年
前
後
に

作
ら
れ
て
お
り
、
同

じ
構
造
で
北
側
へ
延

長
し
、
道
路
拡
幅
す

る
計
画
で
あ
る
。
な

お
、
当
時
の
面
影
を

残
す
親
柱
は
保
存
を

考
え
て
い
き
た
い
。

問

問

問

機
関
に
マ
ナ
ー
向
上

へ
啓
発
活
動
を
行
う
。

ま
た
、
防
犯
対
策
は

犯
罪
抑
止
効
果
の
高

い
防
犯
カ
メ
ラ
の
増

設
を
研
究
す
る
。

用
施
設
の
現
状
の
課

題
を
伝
え
、
制
度
の

改
善
を
働
き
か
け
る
。

で
は
、
移
動
手
段
を

持
た
な
い
高
齢
者
な

ど
の
た
め
、
自
家
用

車
を
使
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
市
か
ら
の

支
援
財
源
な
ど
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。

中
国
四
国
農
政
局
、

県
、
市
町
村
が
一
堂

に
会
す
る
「
国
と
地

方
の
協
議
の
場
」
に

お
い
て
、
し
っ
か
り

と
伝
え
た
い
。

村田隆男

津山駅周辺・駐輪場の防犯と対策

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

地
方
分
権
改
革

津
山
駅
周
辺
整
備

農
業
の
意
見
書
提
出

公
立
大
学

交
通
弱
者
対
策

政
治
姿
勢

答

答答 答

問

問問

問 備
で
駐
輪
場
の
通
路

に
自
転
車
が
あ
ふ
れ

る
状
況
を
ど
う
思
う

か
。
ま
た
、
盗
難
や

不
法
投
棄
な
ど
の
犯

罪
防
止
に
向
け
た
防

犯
と
環
境
対
策
は
。

れ
る
整
備
を
災
害
復

旧
時
に
も
で
き
る
よ

う
、
国
県
に
制
度
の

改
革
を
求
め
る
「
意

見
書
の
提
出
」
は
。

バ
ー
で
き
な
い
地
区

の
交
通
弱
者
対
策
と

し
て
、
地
域
主
導
の

無
償
運
送
の
事
例

は
。

し
て
農
振
農
用
地
区

の
計
画
変
更
の
改
正

を
政
府
に「
意
見
書
」

を
提
出
し
て
は
。

津
山
駅
周
辺
整

農
業
を
続
け
ら

公
共
交
通
で
カ

農
山
村
都
市
と

利
用
者
や
関
係

国
県
等
に
農
業

島
根
県
雲
南
市

要
望
や
意
見
は

市民が第一

会
開
催
を
。

安
田
橋
「
親
柱
」

者
の
う
ち
、
１
件
の

方
と
交
渉
中
で
あ
る
。

残
る
関
係
者
に
も
交

渉
し
て
い
き
た
い
。

受
け
止
め
、
学
園
の

将
来
構
想
な
ど
も
伺

い
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

要
望
が
あ
っ
た
の
は

５
件
だ
っ
た
。
こ
の

５
件
に
つ
い
て
は
、

津
山
青
年
会
議
所
、

つ
や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援

セ
ン
タ
ー
及
び
津
山

市
社
会
福
祉
協
議
会

と
情
報
共
有
、
調
整

し
た
結
果
、
21
名
参

集
し
、
家
屋
や
敷
地

内
の
土
砂
の
撤
去
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
た
。


